
題字／書道會会長　原れい

こんにちは！　中央大学書道會です。
今号では、夏季に行った書道會の対面活動について紹介したいと思います。

　実に1年以上の間をおいての学内での活動でした。行ったのは「水
書き」。水書きとは、半紙の代わりに特殊なシートを、墨の代わりに
水を使って行う書道です。皆さんも小学校の書道の時間などで、先
生が使われているのを見たことがあるのではないでしょうか？
　今回はその水書きで、大きな字を書く練習をしました。お題はない
ため、形式に縛りはあっても書くものは自由です。書道會ではこのよ
うに、常に自分の好きなものを書いています。両日とも、個性あふれ
る作品が出そろい、頼もしい限りでした。
　水書きシートでの活動は初めてでしたが、水書きは汚れることもなくて扱いやすく、書道會として活動の幅が
広がったことも収穫になりました。

8月17日、27日　水書き書道会

　5月以来久しぶりの対面活動
でした。上級生は再会に心を
躍らせ、新入部員は新たな出
会いに緊張しつつも胸を膨ら
ませ、それぞれにとって貴重な
集いの場になりました。
　活動の内容としては縛りの
ない自由な形式で、見本を見
ながら書く人もいれば自分の

思うままに書く人もいてさまざま。とはいえ、真剣に筆を持ち机に向かう姿は共通で、
その姿が印象に残ります。同じ書道を愛好する学生どうしで集まることができる喜び
を再確認しました。
　書道會には書道経験者も未経験者も多くの部員が在籍していますが、この日はたま
たま経験者の方が多かったようで、レベルの高い作品も多く見られました。

7月2日　立川市・高松学習館にて
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いかがでしたでしょうか？いまだ活動に制限が残る状況ですが、
部員皆で意見を出し合い、試行錯誤しながら、楽しく活動を続けていければと考えています。

　白門祭でも活動予定ですので、ぜひチェックしてみてください！

◆キャリアデザインとは
　樋口邦史講師が開講するイノベーティブな経済学部の専門科目。グループワークで社会の課題を見つけ、環境や経済、社会にどのような価値をもた
らすのかを考え、SDGsの主流化を目指したプロジェクトを企画する。さらにエクステンション科目「Glocal Field Studies」において、他大学の学生
や高校生、そして地元住民らとプランを練り直し、遠野市関係者にプレゼンテーションを行う。
　これらを通して、実践的なコミュニケーション力、情報分析力、企画力、プレゼンテーションスキルを身につけるほか、授業前半では、活躍している社
会人の講演や、企業の多面的な見方の学習なども行い、「社会で本当に必要なことはなにか」について多面的な価値観を醸成する。

◆セルロースナノファイバーとは
　植物繊維をナノレベルまで微細化することで得られる植物由来の繊維。超極細の繊維として循環型社会の構築、カーボンニュートラルの実現にお
いて注目を集める。熱に強く、鋼鉄の５倍の強度があり、重さは5分の１程度といった特長がある。木材パルプからの製造が主流の既存の炭素繊維は
製造コスト・輸送コストが高く、問題視されているが、今回の研究チームの新資源の創出により、この課題の解決に結びつくことも期待されている。

◆遠野みらい創りカレッジとは
　岩手県遠野市と、復興を支援した首都圏の企業が2014年、地域や産業の発展、人材育成への寄与を目的に同市に開校した。遠野市はカレッジを
交流・関係人口の拡大を図る拠点として位置付け、産官学民の連携で、生活者と協働による伝統文化や産業研究（リビング・ラボ）と、地域資源を活用
した探究や体験型学習を軸に「交流」「暮らしと文化」「産業創造」といったプログラムの企画・運営を実践している。中央大学経済学部と同カレッジは
2019年10月に、地域や産業の発展、人材育成を目的とした包括連携協定を結んでいる。
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し、このCNFを「Hop-CNF」と名付

けました。

コロナ禍でも走りながら
成長する

　研究論文が米化学系雑誌で高く

評価されたのは、技術的な面だけで

はなく、一見マイナスに思えるような

社会問題を、新しく捉え直し、それ

を価値に変えることが社会で必要と

されているからだと考えています。

　研究のインパクトとしては、製品

開発における化石燃料の使用量減

少に伴うCO2排出量の減少や、軽

くて強度の高い複合材料による製

品開発、環境などへの配慮に基づく

製品開発・流通・消費によって地域

循環型経済が形成され、企業の

SDGsへの取り組みの加速化などの

相乗効果なども期待できます。

CNFは定義上、どの農業廃棄物か

らも取り出すことができ、多地域、

多品種へと展開していくことで、生

産・輸送・消費のあり方を変えうると

考えています。

　なぜここまで続けることができた

か。それは研究を進める中で、現地

を見て、現地の人の話を聞き、課題

を掘り下げ、新しい見方を勉強して、

新たな価値を見出し、プロジェクト

を再構築させていくことができたか

らです。

　コロナ禍でも活動を続けることが

できたのは、遠野におけるネット

ワークを構築してくれた西村さん、

社会的価値を追求していただいた

川村先生、金井さんの尽力があった

からこそであり、ZoomやSlackなど

のコミュニケーションツールを使い、

リモートでビジョンを共有できたこ

とも一因だと思っています。

　グローバルな問題を把握しなが

ら、自分たちのプロジェクトとして、

社会問題とどのように向き合い、貢

献していけるのか。その意味を考え

続け、今後も積極的に、ローカルに、

行動していきたいと思います。

▲プロジェクトの進行には、オンラインの会合が役立った（右上は遠野市職員の西村恒亮さん） ▲遠野市のホップ畑
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